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タイ国沿岸の海産藻類事情

1996年 12月20日より 199711"1月8日までの期間，

日本学術振興会の短期派巡でタイ国を訪問し，約

2000kmの行程で視察することのできた各地の水産研

安井肇 :
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環境 ・資源学部の玄関

る水産省水産生物研究室に勤務復帰し，植物を中心に

様々な調査・ 研究に従事されました。1995iFからはマ

ヒドン(Mahidol)大学に移られ，沿岸海洋生物資源の維

持・回復に関る幅広い教育 -研究を続け られています。

マヒ ドン大学は， 11011三程前，病院に併設された医

学校に始まりこの国の医学教育の中心として発展しま

した。マヒドンの名は， rタイ国近代医学の父」とされ

るMahidol王子に出来し 30年前に改め られています。

その後自然科学系と人文系の学部がt包設されて，現

在， 13学部.9研究施設からなる名門の総合大学となっ

ています。キャンパスは 3地域，バンコク市トンプリ

地区とヒアタイ地区，ナコーンパトム郊外のサラヤに

分かれます。

今回の派匙で計画，準備，各地訪問の基点として終

始利用 させていただいた琉筑・資源学部は，バンコク

マヒドン大学区12

タイ湾

100km 

訪問地

究所，海藻の生育・手IJJf:J状況などについて紹介したい

と思います(Iil1)。

• タイ国沿岸地域の地図

O 滞在した主要都市

図 l

図3 束部海域水産J将殖センター

;j'Lの派遣に対する受入研究者はマヒドン大学環境・

資源学部の VilhyaSrimanobhas博士でした。Vithya博

士は，1982年- 1987年までの期間， 文部省国費留学生

として鹿児島大学理学部大学院修士諜程と北海道大学

水産学部大学院博士後期謀程に在籍，有節石灰i巣にi刻

する形態学並びに分類学の研究を重ね学位を取得され

ました。帰国後は，バンコク，カセサート大学内にあ
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のjLIiへ約 20km行ったサラヤ・キャンパスにあり，樹

木の多い広大な敷地内には他に工学部，理11学音1¥，人文

系学m¥，各種研究センター， I~I告官官， 大型'1 プール，食

堂，学生寮などがゆったりと配i[l:しています。

環境 ・ 資源学部( 1~1 2)は，約 60 t， のスタッフからな

り，エネルギー食粒科学，水圏生物学，政境工学，健

康 ・予防科学，土壌 ・水質化学，人II¥J工学，環境経済

学，環境教育学などの分野で構成し，4年!liiJ学音11に修

士と博士謀程の大学院が併設されています。

Vithya博士は、講義や沿岸生物実習の忙しい合11:¥'1を

ぬって，沿岸の研究施設，海藻の生育地，i1if.i海漁業の

村へ私を案内してくださいました。

ラヨーンはバンコクの東南約 180kmに位置し，近年

急速に発展した活気ある者Ili'l'i。街にはきらびやかな

シーフード レス ト ランが立ち並び~， 1.¥'，市場には水揚げ

されたばかりの大小の魚，イカ，エピ，貝があふれて

いました。この近辺は，サメット JJbをはじめとする美

しい海岸があり，者1¥会に住むタイの人迷にとってリ

ゾー 卜地になっています。その一つパン ・ペーは，雰

囲気のよいバンガローとさっぱりした昧のシーフード

レストランが点在する漁村で，のんびりした長い附j古

街がとぎれる端に東部海域水産士自勉センターがありま

す(区13)。ここは敷地が大きく，施設 ・船が充実してお

り，水産生物の発生増殖，食品化学，海洋化学等の

研究が行われていました。前iJi:はゆるいffjになってい

て Cllu/erpa，Neomeris， DictYOIiI， Padina， /-Iydrochllhus， 

Colpomenill， Rosenvingea， Smgassum， /-Iypneiln等が群生

し海藻採集が可能です。

ところでタイには HaJiotIsi1sinInf1， H. ovinaJ H. varia 

という 3程のアワビが生育していますが，このうち }-I.

asininaは殻も肉も大きく養殖種として適当で，約 10年

図5 チャンタプリー -クンカベンt汚水産仲1殖セ ンター

エピ養刑池で生77した海藻類について説明する研究員

前から阿センターで研究がなされ現在では的地技術が

{í(l~立されています。 飢となる海藻は主にカンボジア国

境近くのトラート(図 4)で採取したGracilariasalicomia 

を使用し ， この世が少ないとアワビの生産立がlliiJ l~ さ

れるため，研究日のTaninさんやJunpoolさんは常時安

定供給できる海藻種や成長効率の高いものがないか模

索しています。

チャンタブリーは，パン ・ぺーから京へ約 80km移

動したところ。IL!II¥Jは切り立った岩JIJLが蕗出し，大型I!

石，ルピ一等が峨んに採掘されています。チャンタプ

リー市から少し南下するとマングロープで縁取られた

複雑な入り江，湿地'市が広がっていますが，この地形

を平IJJIIしてクンカベン湾水産増殖研究センターでは，

多くの養殖池をつくり ，エピ，アワビを1:1"心に主主殖試

験を行っています(区15)oSupicha研究員の話しでは，天

然アワピは少なく主主地でかなり増やすことができる

が，ここでも H.eJsininaの餌料としての海藻類の選定が

11i]!lliで，ソンクラ一政Gracilarialisheri，エピ養地後の

空池で増殖した LnurenC;el類，フィリピン産 Eucheunw

を与え 3ì1ií 泌の比較~Q放を行っていました 。 特に

LaurenciamをtJf.1こした /-1.asininaが他2租よ り2-3倍以

上の成長を示し，今後Li1urenciel類の糾5!Eif!ni1iuについて

詳しく調べる予定であるということです。

タイ南部の大都市であるハジャイは，マレーシアナ

ンハーの自動車が多く走り ，道路には食料衣料等の銘

115が~iÊび，物と人があふれで混沌としています。 ソン

クラー，パタニーの湖岸へはハジャイが基点になりま

した(1孟11，図 6)。
タイ ./j立大の湖lであるソンクラ一柳!とタイ湾とを士1:IJJ 

る創11長い111111には南部海域地殖センターがあります。l隊

医14 トラー 卜の漁村JJ¥¥公 海岸にオゴノリ!J:iiが打ち寄せて 良に笑|人lされ， 1m浜より観察した南部タイ湾は，商シ

くる



医16 ハジャイ中華朝食デイムサムでtB会ったアマノリの科I]H
(左下のセイロ内 ポークやシュリンプのすり身を 2-3mmの

厚さにノリで巻き蒸したもの)

ナ海からの強い季節風が吹き荒れて，踊る海水が丸い

地球から零れるような錯覚がありました。波がぶつか

る岩礁には Porphyravielnamensisが生育します(図 7)。

その後で訪問した近 くのソンクラ -iNJはたいへん静

かでした。海水が流入するこの湖にはJJbが浮かんで、い

て一本の道路で行き来する ことができます。島内のゴ

ヨ一村は天然オゴノリ漁が中心で， Sobat村長の説明

によると， 1:兵の塩分濃度は 3- 11 月の漁J~J に 20-30 %0 ， 12 

月下旬以降はほぼ真水に変化するそうです(I~I 8)。旬一

年，生産量(乾燥重量)はG.lenuislipi1il1ilが約 100t，G 

行sheriが約5tで， 価格は前者が 10パーツ ハkg，1:走者が

15パーツ/lkgになり ，品質と価格の点から G.lisheriの

増産が望まれていました。

ハジャイで釆り合いのミニパスを契約し南東へ向か

うと，途r.1コから未舗装路となり道端の人の衣装から次

第にムスリムの色合いが濃くなることを感じます。約

100km先のパタニーを訪問しましたが，ここの人迷の

図7 ソンクラー市ガオセン岬 l有シナ海からの強い季節風

によって荒れる海。岩礁にはアマノ リ類が生育する。
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医18 ソンクラー湖 ゴヨ一村に接岸していた海漆if!!.の舟

多くはタイ詩を使わずマレー諾を515し， 宗教の戒律を

厳格に守りながら静かに日々をおくる。ときとき他の

タイ人との争いが起き ，できればタイ国のコントロー

ルから縦れたいのが本音のようです。

ヤー リン市ダート村は，約 100軒の集落でオゴノ

リi.((tだけで成り立つ。水|祭に簡単な構造の家を建て

て，閉鎖的な雰閉気があります。海岸の底質は泥で，水

"1" 100cm以上の厚さに集まっ たオゴノ リ !Jj'~が打ち翁・せ

ていました。ほとんどが G.lenuislipilalaであり， G. 

fishe日は少ないようでした。漁は lE12-31時間l小片]に満

杯になるまで手で採取し， ITiのときはiifj:r.I"ネッ トケー

スに入れておき， Jli'Tれに干す。雨季にこの漁はi山保J切

になるそうです。i業体は乾燥重量8パーツ ハkgで民い

上げられ，タイまたはマレーシアのアガー工場に述ば

れています。

村の昼下がり，魚、のす り身せんぺいが並べられた小

屋の周りで子供連が遊び，向こ うのヤシの木の下で男

達が大勢集まり何か話を始めます。砂浜では村の女性

がオゴノリの日干を続けていました(図 9)。

12月-1月は，タイ湾南部の海域が荒れるのに比べ，

1i119 パタニー ・ダート村におけるオゴノリ日干し風景 (左下

のITlいかたまりは未乾燥の務体)
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図 10 プーケッ ト島西海岸 ナイヤンの平磯に Turbinelria

clecurrensや SilI吉川sumcrassifolium等が繁茂している

プーケッ トj誌の浮かぶ美しいアンダマン海は穏やかで

す。i!Ii海岸ナイヤン約2kmの沿岸線や南端のラワイの

岩礁には TurbinllriaとSlIrgllssumの大群落，

Chlorodesmis， Codium等の生育が見られます(図 10)。

プーケ yト タウンから約 10kmPlIU'lたノTンワ山11に

はプーケット海洋生物学センターがあります。デン

マークとタイ国が1協同で設立した研究所で，白い海洋

調査船を所有し，ウミガメの増殖，頭足類の分類，魚

類の分類研究等が行われていた。島に滞在中は，

Anowan 研究員のはからいで，採集海藻の顕微鏡観察

と務体固定のために実験室を使用させていただきまし

た。

タイ国では，医l王が環境保全に深い草rrJ鮮があり、ウ

ミガメの増殖とジュゴンの保設が進められています。

海泌を食mとして利用することが少ない代わりに，ア

ワビ，カメの飢となる海淡の選定やジュゴン，イ カ，甲

殻類のための海草地部の造成に以lわって海産植物の利

用 {~I j{ï~が高まるようです。 また， 北部山 岳地帯では ìliJJ

沼，河川が多く国有の生物相がうかがえますが，淡水

深分野の研究はまだほとんどなされておらず，今後の

研究が期待されているようです。

(041-8611 閉館市浴111]"3-1-1北海道大学水産学部)




